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今
後
も
、
市
内
事
業
者
の
支
援
や
地
場

産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
２
月
11
日
か
ら
３
月
27
日
に
は
、

市
制
１
０
０
周
年
記
念
特
別
展
と
し
て

『
戦
国
武
将 

足
利
長
尾
の
武
と
美
―
そ

の
命
脈
は
永と

わ遠
に
―
』を
開
催
し
ま
す
。

本
市
の
奥
深
い
歴
史
や
豊
か
な
文
化
、

魅
力
を
市
内
外
に
広
く
発
信
す
る
と
と

も
に
、
商
業
界
な
ど
多
く
の
関
係
者
と

連
携
し
て
市
内
を
回
遊
し
て
も
ら
う
仕

掛
け
を
つ
く
り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
、
新
た

な
事
業
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、『
動
き

の
見
え
る
足
利
市
』を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

2

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５
月
の

市
長
就
任
直
後
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
大
型
公
共
施
設

の
更
新
、
中
橋
周
辺
堤
防
の
か
さ
上
げ
、

災
害
時
の
危
機
管
理
体
制
な
ど
、
多
く

の
課
題
に
対
し
て
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
丁
寧
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
全
市

民
の
約
８
割
の
方
へ
２
回
の
接
種
を
完

了
し
ま
し
た
。
今
後
も
国
や
県
と
連
携

市
民
が
誇
れ
る
足
利
市
を
目
指
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
未
曽
有
の
感
染
症
の
ま
ん
延

が
世
界
の
様
相
を
一
変
さ
せ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
終
息
を
願
い
、
引
き
続

き
感
染
予
防
と
地
域
経
済
へ
の
対
応
に

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
、
改
め
て
新
し
い
生
活
様
式

の
実
践
と
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
議
会
は
４
回
の
定

例
会
に
加
え
て
、
１
・
２
・
10
月
と
３

回
の
臨
時
会
を
開
き
、
切
れ
目
の
な
い

コ
ロ
ナ
対
応
を
後
押
し
す
る
た
め
補
正

予
算
を
議
決
す
る
な
ど
、
市
民
の
安
全

安
心
を
第
一
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
識
や
政
治
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
願
い
、
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業

『
高
校
生
議
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。
高

校
生
議
員
が
議
論
を
重
ね
て
提
案
し
た

故
郷
へ
の
想
い
は
大
変
す
ば
ら
し
く
、

今
後
の
市
政
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
市
議

会
本
会
議
で
全
会
一
致
の
決
議
を
い
た

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
高
校
生
に
は
、

政
治
が
暮
ら
し
に
果
た
す
役
割
を
実
感

新
た
な
100
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

８
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

定
め
る
第
８
次
足
利
市
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
本
年
。
先
人
が
築
き
上
げ

た
歴
史
と
伝
統
を
次
世
代
に
し
っ
か
り

と
繋
ぐ
た
め
、
市
議
会
が
果
た
す
べ
き

責
任
は
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
。
少
子
高
齢
や
人
口
減

少
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
対
応
し
つ
つ
持

続
可
能
な
都
市
基
盤
の
整
備
や
魅
力
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
市
民
や
企
業
か
ら

選
ば
れ
る
足
利
市
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
歴
代
議
長
の
も
と
進
め
て
き

た
議
会
改
革
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
更
な
る
推
進
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多

く
、
実
り
豊
か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

し
、
３
回
目
の
接
種
、
感
染
第
６
波
に
備

え
た
体
制
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
㈱
コ
ー
エ
ー
テ
ク
モ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
様
を
は
じ
め
と
す
る
民
間

事
業
者
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
土
台
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら『
ふ
る
さ
と
納
税
』の

返
礼
品
を
拡
充
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト

か
ら
１
カ
月
で
令
和
２
年
度
１
年
分
の

返
礼
品
を
伴
う
寄
附
額
を
大
き
く
上
回

る
な
ど
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 

　 

祉

募 

　 

集

子  

育  

て

健 

　 

康

働 

　 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 

　 

設

相 

　 

談

回
収
し
て
い
ま
す

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
な
ど

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
５
１

対
象　

家
庭
で
出
た
植
物
性
の
廃
食

用
油（
賞
味
期
限
切
れ
も
可
）

回
収
場
所　

と
り
せ
ん
市
内
全
店
、

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
足
利
店
、
た
い
ら

や
足
利
店
、
カ
ワ
チ
薬
品
市
内
全
店
、

環
境
政
策
課（
本
庁
舎
２
階
）

方
法　

各
店
舗
の
営
業
時
間
中
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
た
油
を（
ガ
ラ

ス
容
器
は
不
可
）、ふ
た
を
閉
め
て
回

収
ボ
ッ
ク
ス
に
排
出

※
と
り
せ
ん
は
午
後
７
時
ま
で
。

奨
学
金
貸
与
制
度

教
育
総
務
課
・
☎
⑳
２
２
１
６

内
容　

下
表
の
と
お
り

対
象　

現
在
在
学
中
か
４
月
に
入
学

予
定
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

▽
保
護
者
が
市
内
に
１
年
以
上
在
住

▽
市
内
在
住
の
返
済
能
力
の
あ
る
連

　

帯
保
証
人
を
２
人（
う
ち
１
人
は

　

保
護
者
）確
保
で
き
る
こ
と

※
こ
の
ほ
か
応
募
資
格
あ
り
。
詳
細

は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
書
類
審
査
な
ど
に
よ
る
選
考
あ
り
。

第
１
次
申
込　

２
月
１
日
㈫
か
ら
28

日
㈪
ま
で
に
同
課（
教
育
庁
舎
３
階
）

※
入
学
確
定
前
で
も
期
間
内
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
応
募
人
数
に
よ
り
、
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
第
２
次
申
込
の
実
施
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
募
集
要
項
は
同
課
、市
内
中
学
校
・

高
校
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

★
入
学
資
金
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

３
月
23
日
㈬
ま
で
、
入
学
時
に
一

括
納
入
す
る
費
用
の
融
資
あ
っ
せ
ん

も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
同
課
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

区　　分 貸与月額 返還（無利子）
高等学校、
高等専門学校、
専修学校（高等
課程）

15,000円
卒業後１年据え
置き、貸与年数
の２倍の期間内
に返還

大学、短期大学
（海外留学含む）、
専修学校（専門
課程）

30,000円
または
50,000円

卒業後１年据え
置き、貸与総額を
15,000円で割っ
た月数内に返還

※各種学校、大学院などは除く。

最
低
賃
金
の
改
正

　

栃
木
労
働
局　
賃
金
室

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
０
９

▼
特
定
最
低
賃
金
＝
左
表
の
と
お
り

効
力
発
生
日　

３
年
12
月
31
日
㈮

※
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の
労

働
者
は
栃
木
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

▼
地
域
別
最
低
賃
金

※
右
表
の
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
な
い
方
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

栃
木
県
最
低
賃
金　

８
８
２
円

効
力
発
生
日　

３
年
10
月
１
日
㈮

※会場などにお越しの際は、新型コロナウイルス感染症予防対策にご
協力ください。また、状況により延期や中止となる可能性があります。

開封しました！
市制８０周年記念事業のタイムカプセル 会計課・☎⑳２２０２

kaikei@city.ashikaga.lg.jp

　市制１００周年を記念し、８０周年のタイムカプセルを開封し、中に保管してい
たはがきを郵送します。

不達はがきの取り扱い
保管期限　４年１２月２８日㈬
引渡場所　同課（本庁舎１階）
※本人確認書類必須。
問い合わせ　電話かＥメールで同課

※Ｅメールには①差出人の名前②電話番
号③当時の送付先住所④現在の住所⑤当
時と異なる場合、現在の氏名を記載。
※お問い合わせで本人確認ができれば再
度郵送します。

　業　　　種 時間額
塗料製造業 992円
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器
具製造業 939円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情
報通信機械器具製造業 940円
自動車・同附属品製造業 947円
計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器
具製造業、医療用機械器具・医療用品製造業、光
学機械器具・レンズ製造業、医療用計測器製造業、
時計・同部分品製造業

940円

各種商品小売業 882円


